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宇治市政だより
［ 毎月1日・15日発行 ］

宇治の魅力を発信中‼ 「#うちの宇治」を
付けて、推し写真を投稿してください。

宇治市公式Instagram広報うじが
音声で聞ける！ 
多言語で読める！C
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You can read "Uji city News" in 10 languages!

02 特集
08 高齢者等インフルエンザ予防接種が始まります
12 うじの生活おうえんクーポンを販売します

「高齢者等インフルエンザ予防接種」について８～９ページに掲載
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楽しもう!
私たちの文化!!
楽しもう楽しもう楽しもう楽しもう楽しもう楽しもう!!

私たち私たち私たち私たち私たち私たちの文化文化文化!!!!
あなたにとって　文化とは？

表現を通して人とつながり、楽しさを共有・共感す
ること。また、表現を追求するなかで、自問自答し
ながら自分と向き合い、自分を高めていくこと。

人とのつながり
副代表　福

ふ け
家 省

しょうぞう
造さん

アートフォーラム宇治（ＡＦＵ）

喜びの輪をつくること
文化「culture」の語源は「耕す」ことに由来。自
分自身の心や喜びを耕し、そして周りも耕して喜
びの輪を広げていくこと。

代表　森
もりた
田 誠

せいじ
二さん

ちはやぶる宇治の未来をつくる会

心の豊かさを涵養するもの
「命をつなぐ生き方だけでは人間とは言えない」と
いうようなこと。

運営責任者　水
みずしま
嶋 康

やすのぶ
宣さん

青土社彫塑研究会

歌うこと
歌は自分にとってかけがえのないもの。無くなった
ら多分生きていられないかも。

団長　山
やまもと
本 瑚

こいと
純さん

宇治市少年少女合唱団

次世代に伝えていくもの
「鰻屋の秘伝のタレ」のように、元のかたちを守り
ながら、新しいものを加えてつくっていくもの。

実行委員長　岩
いわさき
﨑 菜

な な え
奈愛さん

高校生文化芸術祭典
FUN×FAN×FES 実行委員

　文化は、私たちに楽しさや感動、生きる喜びをもたらし、人
生を豊かにします。もっと「文化」を楽しみ、日々の生活を豊
かにしませんか。今号では、文化に携わる方々に取材しました。

問文化スポーツ課（ 20-8724）

あなたにとって　あなたにとって　あなたにとって　文化文化とは？

　
宇
治
市
内
に
在
住
・
在
学
の
高
校
生
が
一
堂
に
会
し
、
舞

台
発
表
・
作
品
展
示
す
る
場
で
、
昨
年
か
ら
開
催
。
演
奏
・

ダ
ン
ス
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
美
術
・
写
真
な
ど
の
展

示
、
茶
道
部
に
よ
る
お
茶
席
や
放
送
部
に
よ
る
司
会
進
行
な

ど
の
企
画
が
行
わ
れ
る
。
今
年
も
12
月
9
日（
土
）・
10
日（
日
）

に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

高
校
生
文
化
芸
術
祭
典

F

フ
ァ
ン

U
N

×F
フ
ァ
ン

A
N

×F
フ
ェ
ス

ES

実
行
委
員
会

（両名とも莵道高等学校２年生の 
フォークソング〈軽音〉部。左から）

実行委員長 岩
いわさき

﨑 菜
な な え

奈愛さん、

副委員長 古
こ む ろ

室 亜
あ い

以さん

人生の楽しみ。全てではないけれど、無
かったら寂しいもの。

無くてはならないもの
副会長　木

きでら
寺 孝

たかき
樹さん（写真左側）

宇治田楽まつり実行委員会

大切に残したい、そして育てていきたい宝。
残していきたい宝

委員　井上 智子さん（写真右側）

表紙の 2 人
に聞きました

メ
ン
バ
ー
の
演
奏
が
合
う
瞬
間
が

楽
し
い

　
バ
ン
ド
練
習
で
初
め
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
演
奏
が
、
自
主
練

習
の
後
に
ピ
ッ
タ
リ
合
う
瞬
間
は
、「
や
っ
て
い
て
良
か
っ

た
！
」と
思
い
ま
す
。

次
に
想
い
が
つ
な
が
る
祭
典
に

　
実
行
委
員
と
し
て
、
出

演
者
も
来
場
者
も
楽
し
め

る
祭
典
に
、
そ
し
て「
来

年
も
…
」と
思
え
る
よ
う

な
、
次
に
つ
な
が
る
祭
典

に
し
た
い
で
す
。

12 月 9 日（土）・
10 日（日）に開催！

▲昨年の様子
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文
化
活
動
を
紹
介

※ 

宇
治
の
豊
か
な
歴
史
と
文
化
を
未
来
に
継
承
し
、
自
主
的
か
つ
創
造
的
な
文
化
芸
術
活
動
に

対
し
て
交
付
す
る
補
助
金「
つ
む
ぐ
み
ら
い
文
化
芸
術
活
動
支
援
事
業
補
助
金
」を
活
用
し
て

い
る
団
体
に
、
つ
む
ぐ
み
ら
い

を
付
け
て
い
ま
す
。

広がる！「
楽
し
い
か
ら

や
っ
て
い
る
」
で
い
い

　
文
化
と
は
高
尚
な
も
の
で
は
な
く
、「
楽
し
い

か
ら
や
っ
て
い
る
」で
い
い
と
思
い
ま
す
。
創
造

す
る
こ
と
自
体
が
、
人
間
が
与
え
ら
れ
た
根
源

的
な
喜
び
。
自
分
の
喜
び
が
人
の
喜
び
と
な
り
、

そ
し
て
喜
び
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
、
そ
れ
が

良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え

て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

宇
治
を
も
っ
と
元
気
に

　
補
助
金
を
活
用
し
て「
ち
ゃ
っ
とG

BX

（
ジ
ー

ビ
ー
エ
ッ
ク
ス
）」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
宇
治
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
招
い
て
、

CHAT

（
お
し
ゃ
べ
り
）し
親
し
く
な
る
こ
と
で
、

芸
術（
G
）文
化（
B
）に
革
命（
X
）を
も
た
ら
し
、

街
を
も
っ
と
面
白
く
元
気
に
し
て
い
く
催
し
で

す
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
非
常
に

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
が
、
宇
治

に
は
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

宇
治
の
魅
力
に
気
付
い
て

　

宇
治
は
風
光
明
媚
な
街
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
に
生
き
た
人
々
の
想
い
が
残
っ
て
い

る
か
ら
、
宇
治
に
は
人
の
心
を
動
か
す
も
の
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宇
治
の

魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
場
所
を
提
供

す
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

代表　森
もりた
田 誠

せいじ
二さん

ち
は
や
ぶ
る
宇
治
の

未
来
を
つ
く
る
会

つ
む
ぐ
み
ら
い

　宇治に関わる本を読んで語り合う「物語をつむぐ町 ちはやぶる宇治
読書会」に参加し、読書を通じて宇治の文化や歴史を知るだけでなく、
理解を深めることが出来、宇治の新たな一面を知り、宇治がさらに好
きになる、とても中身の濃い話を聴くことが出来ました。
　その後、同会の皆さんと意見交換を行いました。会員となったきっ
かけは、「歴史好きで次の世代へ紡いでいきたい」「活動の記事を見て
興味をもった」など様々。共通するのは「宇治が好き」ということ。宇治にある多くの魅力を、歴史と
その背景を読みほどきなが
ら、スポットを当て発信し
ていく、宇治に誇りと愛着
を持って発信される姿に私
も刺激を受けました。
　宇治が持つ魅力や地域
文化を大切にして、伝統と
新たな息吹を紡ぐまちづく
りを、より一層進めてまい
ります。

市長とにぎわいミーティング 
＠ちはやぶる宇治の未来をつくる会

有
・
共
感
す
る
場
と
い
う
こ
と
を
大
事
に

し
て
い
ま
す
。

描
く
こ
と
を

生
活
の
一
部
に

　
学
童
期
に
絵
の「
上
手
さ
」が
強
調
さ
れ

る
こ
と
で
、
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
描
く
こ
と
、

つ
く
る
こ
と
を
生
活
の
一
部
に
取
り
入
れ

て
、
気
軽
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

　

今
後
、
Ａ
Ｆ
Ｕ
の
活
動
を
通
し
て
、
美

術
に
関
わ
る
人
の
裾
野
を
拡
げ
、
表
現
す

る
人
や
発
表
の
場
に
携
わ
る
人
を
増
や
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
美
術
を
愛
し
、
楽
し
む
人
た
ち
の
集
い

と
し
て
平
成
12
年
に
結
成
。
宇
治
市
や
近

郊
の
美
術
家
・
美
術
愛
好
家
が
、
作
品
の

発
表
や
研
修
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
行

う
。
会
員
作
品
展「
Ａ
Ｆ
Ｕ
美
術
展
」、
市

民
参
加
の
実
技
講
座「
市
民
美
術
教
室
」や

「
宇
治
を
描
く
ス
ケ
ッ
チ
会
」等
の
開
催
を

通
し
て
、
美
術
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
地
域

の
美
術
文
化
振
興
を
目
指
す
。

副代表　福
ふ け
家 省

しょうぞう
造さん

青せ
い
ど
し
ゃ
ち
ょ
う
そ

土
社
彫
塑
研
究
会

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

宇
治
（
Ａエ

ー
エ
フ
ユ
ー

Ｆ
Ｕ
）

運営責任者　水
みずしま
嶋 康

やすのぶ
宣さん

し
て
い
ま
し
た
。

　
彫
塑
・
彫
刻
の
世
界
を
も
っ
と
多
く
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
市
民
向
け
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
今
後
も
開
催
し
て
い
き
た

い
で
す
。

粘土を触るの
は子育 てして
いた頃以来。

粘土って 
気持ちいい！

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
宇
治（
Ａ
Ｆ
Ｕ
）

33
・
7
1
0
8（
事
務
局
・
石
田
）

▲ ワークショップ「粘土でテラコッタ
を作ろう」（8 月 12 日開催）の様子

ＹｏｕＴｕｂｅ
宇治市文化芸
術活動おうえ
んチャンネル

▲福家さんの作品（油彩画）
「宇治川・鵜飼いのメモリー」

絵
を
通
し
て

人
が
つ
な
が
る

　

絵
を
描
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、
表
現
し

た
も
の
を
観
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
も
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。
Ａ
Ｆ
Ｕ
の
展
覧
会
で

は
、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」を
よ
く
行
い

ま
す
。
決
し
て
批
評
会
で
は
な
く
、
作
者

や
鑑
賞
者
が
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
、
共

彫
塑
の
世
界
を
知
っ
て
ほ
し
い

　
宇
治
の
人
た
ち
に
、
私
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
て
、
補
助
金
を
申

請
し
ま
し
た
。
補
助
金
を
活
用
し
て
実
施
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
当
初
の
予
想
よ
り
も
子

ど
も
の
参
加
が
多
く
て
驚
き
ま
し
た
。「
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
な
ど
の
娯
楽
に
慣
れ
た
現
代
の
子
が
、
長

時
間
制
作
に
集
中
出
来
る
だ
ろ
う
か
」と
い
う
心

配
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
熱
中
し
て
制
作

つ
む
ぐ
み
ら
い

つ
む
ぐ
み
ら
い

　
約
60
年
前
か
ら
活
動
を
始
め
た
旧
京
都
市
民

ア
ト
リ
エ
教
室
の
自
主
開
催
の
彫
塑
教
室
で
、

約
3
年
前
に
宇
治
に
拠
点
を
移
動
。「
青
土
社
」

は
、
初
代
の
代
表
者
で
あ
る
岡
本
庄
三
さ
ん

（
京
人
形
師
で
京
都
市
の
五
条
大
橋
に
あ
る「
牛

若
・
弁
慶
像
」の
作
者
）が
命
名
。
現
在
は
、
セ

ミ
プ
ロ
か
ら
趣
味
で
楽
し
む
方
ま
で
、
幅
広
い

方
が
通
っ
て
い
る
。

●  

青
土
社
彫
塑
研
究
会

同
研
究
会
の
ア
ト
リ
エ

（
宇
治
妙
楽
96
）

raffaello

_santi

_

da

_urbino@
yahoo.co.jp

■  

10
月
の
ち
ゃ
っ
とG

BX

時
10
月
28
日（
土
）午
後
2
時
～
4
時　
所
中

宇
治yorin

（
宇
治
妙
楽
17
‐
8
）　
申
E
メ
ー

ル
で
、

chatgbx@
gm
ail.com

へ
。

　
住
む
人
の
誇
り
こ
そ
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
に

あ
る
べ
き
と
い
う
考
え
か
ら
、
平
成
26
年
か
ら
宇

治
が
持
っ
て
い
る
固
有
価
値
で
あ
る
文
化
や
歴
史

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
行
う
。
過
去

に
は
平
安
装
束
を
着
て
歩
き
な
が
ら
和
歌
を
詠
む

「
吟
行（
ぎ
ん
こ
う
）」や
、
宇
治
に
あ
る
由
緒
あ
る

神
社
仏
閣
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
行
っ
た
。

mailto: chatgbx@gmail.com
mailto: raffaello_santi_da_urbino@yahoo.co.jp
https://youtu.be/iuFlFrpRDF8?si=cHcWGUpaOZIxlE5o
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展
示
や
舞
台
な
ど
の
発
表
を
行
い
ま
す
。　

時
10
月
21
日（
土
）・
22
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後

5
時（
22
日
は
午
後
4
時
ま
で
）　
所
文
化
セ
ン

タ
ー　
《
展
示
の
部
》21
日（
土
）・
22
日（
日
）

《
舞
台
の
部
》21
日（
土
） 

◎
大
ホ
ー
ル
＝
洋
舞

◎
小
ホ
ー
ル
＝
吟
詠
・
謡
曲
・
民
謡

22
日（
日
）◎
大
ホ
ー
ル
＝
合
奏
・
バ
レ
エ
・
洋
舞

◎
小
ホ
ー
ル
＝
日
舞
・
合
唱

問
市
芸
術
文
化
協
会（

22
・
6
0
7
0〈
火
・

水
・
木
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
正
午
〉）

　
平
安
時
代
に
は
宇
治
の
白
川
に「
本
座
」と

呼
ば
れ
る
芸
能
集
団
が
あ
り
、
宇
治
の
離
宮

祭
を
は
じ
め
、
京
都
や
奈
良
の
祭
礼
で
華
や

か
に
田
楽
を
演
じ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
藤
原
氏
の
没
落
と
と
も
に
衰
退
し
て

い
っ
た
宇
治
田
楽
を
、
平
成
10
年
に
復
活
。

市
民
が
主
体
と
な
っ
た
芸
能
ま
つ
り
の
創
出

に
力
点
を
お
い
て
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
昭
和
54
年
に
結
成
し
、
小
学
2
年
生
か
ら

中
学
3
年
生
ま
で
の
団
員
で
活
動
。
毎
週
土

曜
日
の
定
期
練
習
を
基
礎
に
、
定
期
演
奏
会

の
開
催
を
は
じ
め
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る

様
々
な
行
事
や
発
表
会
へ
参
加
し
て
い
る
。

歌
う
こ
と
が
好
き

　
歌
う
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
毎
週
の
練
習

は
楽
し
い
で
す
。
気
が
進
ま
な
い
と
き
も
あ

る
け
れ
ど
、
い
ざ
行
っ
て
合
唱
の
練
習
を
す

る
と
、
学
校
の
疲
れ
な
ど
が
吹
き
飛
び
ま

す
。
団
員
の
み
ん
な
に
会
え
る
の
も
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。
定
期
演
奏
会
で
一
年
の
練
習

を
出
し
切
っ
た
時
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

て
つ
く
り
あ
げ
る
の
が
面
白
く
、
醍
醐
味
で
も

あ
り
ま
す
。
本
番
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
が

響
き
合
う
瞬
間
が
た
ま
ら
な
く
好
き
で
す
。

新
し
く
な
っ
て
い
く

こ
と
が
喜
び

　

私
た
ち
は
良
い
も
の
を「
残
し
て
い
く
こ

と
」を
大
切
に
す
る
一
方
で
、
新
し
い
演
目
や

踊
り
を
つ
く
り
、「
常
に
挑
戦
し
て
い
く
こ

と
」を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
同
じ
こ
と
の
繰

り
返
し
で
は
な
く
、
新
し
い
も
の
に
挑
戦
す

る
姿
勢
が
、
活
動
を
存
続
す
る
秘
訣
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。「
一
期
一
会
」の
宇
治
田
楽
ま

つ
り
の
魅
力
を
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
『
源
氏
物
語
』で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
雅がが
く楽

を
奏かなで
る
登
場
人
物
た
ち
を
描

い
て
い
ま
す
。
古
い
楽
譜
や
音
楽
書
の
解
読
に
よ
っ
て
蘇
る
雅
楽
を
聴
き
な
が
ら
、

物
語
の
演
奏
場
面
を
味
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
抽
選
で

参
加
者
１
人
に
龍
り
ゅ
う
て
き

笛
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
!!

時
11
月
5
日（
日
）午
後
1
時
半
～
3
時（
受
け
付
け
は
午

後
1
時
～
）　
所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
定
先
100
人（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
要
同
伴
）　
講
田
鍬
智
志
さ
ん（
京
都
市
立

芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）　
申
10

月
2
日（
月
）～
19
日（
木
）（
必
着
）に
、
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
へ
。

五感で楽しむ古の文化講座

『源氏物語』
の雅楽曲

－古い楽譜の解読と演奏－

聴覚

　
「
五
感
で
楽
し
む
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
年
に
４
回
、
平
安
時
代
の
文
化
に

触
れ
る
体
験
型
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
誰
も
が
楽
し
ん
で
、
今
に
つ
な
が
る

文
化
・
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
講
座
で
す
。

紫式部ゆかりのまち宇治
魅力発信プロジェクト

▲申込みフォーム
※ 10/2（月） 
午前7時～

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ニ
ス
ト
は
、
会
場
の
案
内
や
誘
導
を
行
い
、
来
場
者
が
会
場
で
心
地
良
く
過
ご
せ
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
。
文
化
会
館
で
は
、
昨
年
12
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
、
今
年
1
月
か
ら
活
動
を
開
始
。

心
地
よ
い
空
間
に

（
橋
本
さ
ん
）「
全
て
の
人
が
心
地
よ
く
過
ご

せ
る
よ
う
に
」と
思
い
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ニ
ス

ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
意
識
が
と
て
も
高
い
の

で
、
今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
、
来

場
者
と
の
つ
な
が
り
へ
広
が
っ
て
い
く
こ
と

も
期
待
し
て
い
ま
す
。

期
待
以
上
の
体
験
を

（
レ
セ
プ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
皆
さ
ん
）

　
毎
回
新
し
い
気
付
き
が
あ
っ
て
楽
し
い
で
す
。
良
い
会
場
づ
く
り
の
た
め
の
一
員
と
な
れ
る
こ
と

は
、
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
嬉
し
い
で
す
。

（右から）
宇治市文化会館館長　橋

はしもと
本 恭

きょういち
一さん、

同館レセプショニストの皆さん

同協会会長　矢
や の
野 友

ともじろう
次郎さん

（左から） 山
やまもと
本 瑚

こいと
純さん、 鶴

つるまる
丸 大

はると
翔さん、 

田
たなか
中 斡

はるま
真さん、 宮

みやわき
脇 梨

り お
緒さん

宇
治
田で

ん
が
く楽

ま
つ
り

実
行
委
員
会

宇
治
市
文
化
会
館
レ
セ
プ
シ
ョ
ニ
ス
ト

宇
治
市
少
年
少
女

合
唱
団

委員 井
いのうえ
上 智

ともこ
子さん

副会長 木
きでら
寺 孝

たかき
樹さん

様々な文化に触れ

る機会。ぜひお越

しください！

市民文化芸術祭

■  

宇
治
田
楽
ま
つ
り
開
催

時
10
月
14
日（
土
）午
後
5
時
～
7
時

所 

府
立
宇
治
公
園（
中
の
島
）

※
雨
天
時
は
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

▲練習の様子
一緒に歌おう！
団員募集中です！詳しく
は文化スポーツ課へ。

響
き
合
う

瞬
間
が
た
ま
ら
な
い

　
宇
治
田
楽
は
、
躍
り
と
笛
と
太
鼓
が
揃
っ
て

初
め
て
出
来
る
も
の
で
す
。
皆
の
力
を
合
わ
せ

同プロジェクトの
文化イベントカレ
ンダーはこちら▶

▲龍笛

文化庁京都移転を記念し、府内では様々なイベントが開催
されています。文化イベントを紹介するWebサイト「KYOTO 
CULTURE HUB（キョウト・カルチャー・ハブ）」を開設しま
した。問京都府文化政策室（ 075-414-5140）

文
化
に
触
れ
る
場
所 

宇
治
市
文
化
会
館

館長に聞きました

あ
な
た
に
と
っ
て
文
化
と
は
？

「
英
語
の
語
源
に
あ
る
よ
う
に
ズ
バ
リ
、
耕
す
こ
と
」

人
々
が
潜
在
的
に
持
っ
て
い
る
魅
力
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
そ
れ
に
光
が
当
て
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
化
学
反
応
が
起
こ
り
、
は
じ
め
て
魅
力
あ
る
も
の
と
し
て
大
勢
の
目

に
映
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
魅
力
が
開
花
し
て
い
く
こ
と
が
、
文
化
の
拡
が
り

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
出
演
予
定

■   

音
連
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
3
　

時
10
月
15
日（
日
）

所
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

■  

市
民
文
化
芸
術
祭

時
10
月
22
日（
日
）

所
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

https://www.shinsei.elg-front.jp/kyoto2/uketsuke/form.do?id=1679640806652
https://culturehub.kyoto/
https://www.city.uji.kyoto.jp/site/murasaki/
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あ
り
ま
す
。
接
種
希
望
の
医
療
機
関
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）　

【
接
種
回
数
】１
回

【
接
種
費
用
】1
5
0
0
円　

【
持
ち
物
】接
種
時
に
健
康
保
険
証
等
の
本
人

確
認
が
出
来
る
も
の

【
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
の
接
種
間
隔
】

有
効
性
・
安
全
性
に
つ
い
て
国
の
審
議
会
で

議
論
さ
れ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
の
接
種
間
隔
に
つ

い
て
は
規
定
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
同
時
接

種
も
可
能
で
す
。

5 年度 高齢者等インフルエンザ予防接種申請書
（注）本申請書の提出が必要な人は、次の①②に該当する人です。
①一部負担金免除を申請する場合 ･･････ 項目 (1)(2) を記入
②協力医療機関 ( ※ ) 以外の京都府にある医療機関で接種する場合 ････ 項目 (1)(3) を記入
　※宇治市・城陽市・久御山町・伏見区 ( 一部）　

項目 (1)　申請者は全て記入してください。
接種希望者（65歳以上）　（1枚の申請書で同一世帯の2人まで申し込み出来ます）

ふりがな
生年月日 年　  月　  日

接種者氏名１
ふりがな

生年月日 年　  月　  日
接種者氏名２

住民票の
ある住所

〒　　　－
宇治市　　　　　　　　　　　　　　　　　 電話（　　　　　　　　　　）

送付先
住所・氏名

  〒　　　－　　　　　　　　　※上記住所と違う場合のみ記入してください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 電話（　　　　　　　　　　）

項目 (3)　協力医療機関以外での接種を希望する人のみ記入してください。
医療機関名

医療機関住所 京都府　　　　　　　　　市・町・村・　京都市　　　　　　区
※京都府外で接種を希望する場合は、「健康づくり推進課」にお問い合わせください。

◆接種後に一部負担金の免除申請をされても返金出来ません。

項目 (2)　一部負担金免除を申請する人のみ記入してください。

免除申請
理由

該当する項目に✓印をしてください

□ 生活保護世帯　□ 市民税非課税世帯　□ 中国残留邦人等支援給付世帯
同 意 欄    （ 記名・押印をしてください ）

上記のとおり申請します。なお、免除申請理由の確認に際し、受診者及び受診者の世帯に係る課税状
況及び生活保護・中国残留邦人等支援の給付状況に関する調査を市長が行うことについて同意します。

宇治市長あて      　年　　　月　　　 日　　氏名　　　　　　　　           ㊞　    続柄（　      　 ）                                                                                                                        
                                                                                                                     

【
対
象
】接
種
日
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
市
民　

■  

65
歳
以
上
の
人

■  

60
歳
～
65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
・
腎
臓

ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
障
害
で
極
度
に
日
常

生
活
が
制
限
さ
れ
る
人
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
介
助
な
く

し
て
は
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
害
が
あ
る
人（
申
請
が
必
要
で
す
。

予
診
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け

医
に
確
認
後
、
同
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
）

【
接
種
期
間
】

10
月
20
日（
金
）～
12
月
28
日（
木
）

【
接
種
場
所
】9
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
る
協

力
医
療
機
関
他（
城
陽
市
・
久
御
山
町
・
京

都
市
伏
見
区
の
一
部
に
も
協
力
医
療
機
関
が

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
高
齢
者
が
か
か
る
と
、
肺
炎
等
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
確
率
が
高
く
、
重

症
化
す
る
と
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
が
十
分
な
効
果
を
維
持
す
る
期
間
は
接
種
後
約

2
週
間
後
か
ら
約
5
カ
月
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
12
月
中
旬
ま
で
の
接
種
が
効
果
的
で
す
。

事
前
に
申
し
込
み
を
す
る
と
接
種
費
用

が
無
料
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
】

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
対
象

者
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

■  

生
活
保
護
世
帯

■  

市
民
税
非
課
税
世
帯

■  

中
国
残
留
邦
人
等
支
援
給
付
世
帯

地域 医療機関名 電話番号

六 地 蔵

小田部小児科内科医院 32-6205
上口医院 38-2128
じんのクリニック 31-1122
杉の下整形外科クリニック 38-2900
中村医院 31-5237
ほそだ内科クリニック 38-2211
米田医院 33-4737
六地蔵総合病院 33-1717

木 幡

大石医院 31-8354
大石木幡医院 33-0306
こう内科クリニック 32-1457
小山医院 31-5455
中西整形外科クリニック 38-2559

平 尾 台 かどさか内科クリニック 31-1077

五 ケ 庄

今井内科クリニック 31-5189
宇治おうばく病院 32-8111
宇治病院 32-6000
中田医院 38-2477
橋本整形外科 31-4511
藤井医院 31-8355
藤井おうばく駅前内科クリニック 33-2828

菟 道

いしだ医院 20-7711
上田診療所 22-7586
大石三室戸医院 24-0306
こうどう小児科 33-8886
土井内科 24-1885
原田医院 33-3411
原田内科医院 23-5839

明 星 町 いかだ医院 23-1736

地域 医療機関名 電話番号

白 川 京都ゆうゆうの里診療所 28-1895
不動園診療所 28-4555

宇 治

宇治武田病院 25-2500
宇田医院 23-2166
京都認知症総合センタークリニック 25-1110
田中診療所 21-2253
都倉病院 22-4521
服部医院 22-1111
ひろかわクリニック 22-3341
古川整形外科医院 20-5575
べっぷ内科クリニック 66-1024
べっぷ内科クリニック宇治市役所前 25-1003
マキノ耳鼻咽喉科診療所 28-5239
増井医院 21-2063
村澤医院 21-1731
やまもと医院 23-7974

神 明 とだ循環器内科クリニック 66-5148
やえクリニック 20-2900

羽拍子町 こいずみ医院 48-1240
中村医院 41-6500

琵 琶 台 関医院 20-0012

広 野 町

あづま整形・形成外科クリニック 43-5101
しんたにクリニック 45-0777
高橋内科医院 44-0644
竹中内科医院 41-6259
徳岡医院 43-8952
なかうち泌尿器科クリニック 45-5600
はせがわ内科・内視鏡クリニック 48-3301
村山医院 41-2835

伊勢田町
浅妻医院 44-0888
おやいづ医院 41-6013
こうのクリニック 66-1180

開 町 かわもと整形外科クリニック 43-4533

大久保町

あさくら診療所 46-5151
上ノ山吉岡医院 43-4181
小山内科医院 46-3211
芝野耳鼻咽喉科 43-3388
中村病院 44-8111
宇治リハビリテーション病院 48-2110

槇 島 町

いわしげ内科クリニック 22-7883
宇治徳洲会在宅クリニック 81-0220
宇治徳洲会病院 20-1111
滝本整形外科 28-5625

小 倉 町

今林医院 21-4522
植田医院 21-6111
宇治川病院 22-1335
大嶋耳鼻咽喉科医院 20-1234
岡田医院 24-7755
笹平診療所 21-4523
完岡医院 21-2507
高嶋医院 23-5513
たなか医院 66-2994
西尾医院 23-8511
二宮内科医院 28-3101
鉢嶺医院 20-0255
松田整形外科医院 21-4628
宮本医院 21-3934
山村内科 28-4331

※城陽市・久御山町・伏見区（一部）にも協力医療機関があります。
接種希望の医療機関に確認してください。

手続方法

9 ページの
申請書を提出

※後日、接種費用が無料に
なる予診票を郵送

同課へ問い合わせ
※接種前に『予防接種依頼

書』の発行手続きが必要
※接種料金は全額立替払い

で、後日払い戻し手続き
が必要（限度額あり）

直接医療機関へ予約
 ( 接種費用 1500 円 )

免除制度の
対象外

免除制度の
対象

9 ページの
申請書を提出

※必ず接種を希望する医療
機関（施設）を記入

※後日、接種費用が無料に
なる予診票を郵送

9 ページの
申請書を提出

※必ず接種を希望する医療
機関（施設）を記入

※後日、専用の予診票を郵送

免除制度の
対象外

免除制度の
対象

【
申
込
方
法
】

接
種
前
に
、
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申
請
書
を
、

郵
送
か
同
課
窓
口（
〒
611
・
8
5
0
1
宇
治
琵

琶
33
※
住
所
省
略
可
）へ
。
ま
た
、
12
月
8
日

（
金
）ま
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
こ
は
た
館
・
う
じ
館
で

も
取
り
次
ぎ
ま
す
。
確
認
後
、
免
除
用
の
予

診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

※
接
種
後
に
一
部
負
担
金
の
免
除
申
請
を
さ
れ

て
も
返
金
出
来
ま
せ
ん
。

※
免
除
用
の
予
診
票
の
発
行
に
10
日
程
度
か
か

る
た
め
、
余
裕
を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課（

20
・
8
7
9
3
）　 

高
齢
者
等

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
が

始
ま
り
ま
す

免
除
制
度

市内の協力医療機関一覧

協力医療機関で
接種する場合

京都府外の医療
機関や入所して
いる施設等で接
種する場合

協力医療機関以
外の京都府内に
ある医療機関で
接種する場合

必 須
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 宇治っ子
宇治宇治宇治宇治宇治宇治宇治宇治宇治

輝け！

令和4年10月生まれのお子さんを募集します。
応募はEメールで受付中です（応募締切10月3日必着）。
                                    詳細は市ホームページで →

事業 対象 ところ とき その他

3か月児健康診査 令和5年7月生まれ 健やかセンター 11月15日（水）、22日（水）、
29日（水） 個別通知は、10月20日頃に発送します。

10か月児健康診査 令和4年12月生まれ 市内の協力医療機関 個別案内にある受診期間を
参照してください。 個別通知は、10月25日頃に発送します。

1歳8か月児健康診査 令和4年2月生まれ 健やかセンター 11月1日（水）、2日（木）、
6日（月） 個別通知は、10月11日頃に発送します。

3歳児健康診査 令和2年5月生まれ 健やかセンター 11月7日（火）、8日（水）、
9日（木） 個別通知は、10月16日頃に発送します。

離乳食教室 令和5年6月生まれ 健やかセンター 11月30日(木) 申必要。11月1日（水）から電話で保健
推進課へ。

あんしんかんDE
お話タイム 0歳の子とその保護者 健やかセンター 11月2日（木）、21日（火）　

9時30分～11時

参加者同士の交流と保育士による遊び
の紹介。申必要。開催日2週間前から電
話で保健推進課へ。
※実施日の受付時間は予約時に指定。

乳幼児相談 2か月～就学前

健やかセンター 11月2日（木）、21日（火）　
9時15分～11時

計測、食事・育児（発達）相談。
申必要。開催日2週間前から電話で保健
推進課へ。※実施日の受付時間は予約時
に指定。

東部地域子育て
支援センター

（ 32-5580）
11月17日（金）
10時～11時（受付は10時～）

計測。
申必要。開催日2週間前から電話で各地
域子育て支援センターへ。
※実施日の受付時間は予約時に指定。

南部地域子育て
支援センター

（ 44-3692）
11月7日（火）
10時～11時（受付は10時～）

げんきひろば
（ 39-9309）

11月10日（金）
10時～11時（受付は10時～）

ママのための
おはなし会

①妊婦または6か月までの子と
　保護者
②6か月～1歳までの子と保護者

健やかセンター
11月22日（水）
①9時30分～10時30分
②10時30分～11時30分

保育士によるふれあい遊びの紹介、発達
相談員による講話、参加者同士の交流タ
イム。
申必要。Eメール（※1）で保健推進課へ。

パ
パ
マ
マ
教
室

ストレッチで
ボディケア

市内在住の妊娠16週以降の妊
娠中のママとパパ

（ひとりでの参加も可）

健やかセンター

11月28日（火）
10時～11時

（受付は9時45分～）

助産師による妊婦体操、歯科衛生士によ
るお口の話、交流タイム。申必要。子の
同伴は要相談。開催日の４日前までにE
メール（※2）で保健推進課へ。

プレママの食事
～知っておきたい
 栄養の話～

市内在住の体調が落ちつかれた
妊娠中のママとパパ

（ひとりでの参加も可）

11月16日（木）
10時45分～11時45分

（受付は10時30分～）
保育あり。申必要。開催日の４日前ま
でにEメール（※2）で保健推進課へ。

パパ出番ですよ
～沐浴に
 チャレンジ～

市内在住の妊娠24週以降の第
1子を妊娠中のママとパパ

（ひとりでの参加も可）

11月6日（月）
10時～11時30分

（受付は9時45分～）
申必要。Eメール(※2)で保健推進課へ。

BCG予防接種 生後6か月～1歳未満 健やかセンター 11月21日（火）、24日（金）、
27日（月）

予診票は3か月児健康診査時にお渡しし
ています。

※１＝�参加希望日・参加者氏名（ママ・赤ちゃん等）・住所・電話番号・赤ちゃんの生年月日（妊婦の場合は出産予定日）・赤ちゃんの兄姉参加の有無�
papamama-start@city.uji.kyoto.jp�へ。

※２＝�参加希望日・妊婦氏名・住所・電話番号・妊婦生年月日・出産予定日・配偶者参加の場合はその氏名・食物アレルギーの有無（プレママの食事に
参加の方のみ）・保育希望の有無を papamama-start@city.uji.kyoto.jp�へ。

予防接種については、市ホームページまたは子育て情報誌を確認してください。

来月の健康診査・相談など 問保健推進課　 20-8728

子育て応援コーナー

園庭開放

保育所等の広い園庭を遊び場として開放します。

開催状況については、
市ホームページを確認してください。

問地域子育て支援基幹センター 20-8733

子どもと一緒に遊びに行こう 就学前のお子さんと保護者の方が気軽に集い、遊べる場を紹介します。

子育てに関する旬な情報をお伝えします。子育て情報誌・
LINEでも情報を発信しています。併せてご確認ください。

宇治市公式LINEをリニューアルし、市政全般の
情報を発信しています。二次元コードをスマート
フォン等で読み込んでください。

市立幼稚園	未就園児活動
入園前のお子さんと保護者が一緒に楽しめる遊びの
広場を毎月開催しています。詳細は各園にお問い合
わせください。

問各市立幼稚園

事業名・問い合わせ ところ •とき その他

おやこっこらんど
問生涯学習センター

39-9500

所生涯学習センター
時10月27日(金)
10時～11時30分

対未就学児と保護者
内「フルーツの木をつくろう」、おもちゃ
遊びなど

赤ちゃんサロン
問社会福祉協議会

22-5650　

所総合福祉会館
時10月26日(木)
10時～12時

対妊婦、生後1 ～4か月の子と保護者
内ミニプログラムと参加者同士の交流
タイム。動きやすい服装で参加してく
ださい　￥200円　持バスタオル・飲
み物

赤ちゃん広場
問社会福祉協議会

22-5650　

所総合福祉会館
時10月6日(金)
10時～12時

対生後5 ～8か月の子と保護者
内ミニプログラムと参加者同士の交流
タイム。動きやすい服装で参加してく
ださい　￥200円　持バスタオル・飲
み物

赤ちゃんパーク
問社会福祉協議会

22-5650　

所総合福祉会館
時10月20日(金)
10時～12時

対生後9 ～12か月の子と保護者
内ミニプログラムと参加者同士の交流
タイム。動きやすい服装で参加してく
ださい　￥200円　持バスタオル・飲
み物

おしゃべり
キャッチボール
問社会福祉協議会

22-5650　

所総合福祉会館
時10月12日（木）
10時～11時30分

対妊婦、未就学の子と保護者
内子育ての気になることについて参加者
同士の交流・情報交換、保健師または助
産師の個別相談　持バスタオル・飲み物

その他ひろば・サロンなど
事前の申込不要です。気軽に参加してください。

休日・夜間などの急患診療 病気やけがにより緊急で医療が必要な場合利用出来ます。

軽症の場合は、まず 「小児救急電話相談」 を利用してください。

（つながらない場合 075-661-5596）
#8000小児救急電話相談

時間 年中無休、19時～翌朝8時（土曜
〈祝日・年末年始を除く〉は15時～）

● 受診の前に、必ず電話で問い合わせてください。

医
療
機
関

小
児
救
急
医
療
体
制

（
山
城
北
医
療
圏
）

宇治徳洲会病院 0774-20-1111
　※救命救急センター。24時間小児救急体制を実施。

京都田辺中央病院（京田辺市）
　　　　　　　　 0774-63-1111
　※24時間小児救急体制を実施。

男山病院（八幡市） 075-983-0001
　※平日金曜の18時～翌朝8時。

医
療
機
関

休日急病診療所　 0774-39-9430
「内科・小児科」の診療は下記のとおり当日電話
事前連絡制です。
当日事前連絡専用電話番号　 0774-39-9376
※事前連絡がない場合は受診出来ません。
※事前連絡時に、来院時間をお伝えします。
※受け入れ人数には限りがあり、受け付け出来ない場合が　
　あります。

診療日 日曜・祝日及び振替休日、年末年始（12月31
日～1月3日、歯科のみ12月29日～）
内科・小児科
（当日電話事前

連絡制）
歯科

（事前連絡不要）

受付時間 午前9時～11時
午後0時半～4時

午前9時30分～11時30分
午後1時～2時30分

診察時間 午前10時～12時 
午後1時～5時

午前10時～12時
午後1時～3時

診察場所 うじ安心館5階 うじ安心館5階

医
療
機
関

　京都きづ川病院（城陽市）   0774-54-1111
    　※小児科医が対応。日曜・祝日の９時～13時。
　    　まずはお問い合わせください。

ところ とき

神明幼稚園
39-9288

10月3日（火)・24日(火) ・
31日(火) 
10時～11時(受け付けは9時45分～)
10月14日(土) 9時30分～
10月19日(木) 9時30分～10時30分

東宇治幼稚園
39-9290

10月2日(月)・12日(木)・
17日(火)・23日(月) 
10時30分～11時30分
(受け付けは10時15分～)

木幡幼稚園
39-9292

10月5日(木)・20日(金)
10時～11時(受け付けは9時45分～)
10月12日(木)11時30分～12時
10月26日(木)10時30分～12時

宇治宇治宇治宇治宇治宇治宇治宇治宇治宇治

https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/33790.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/site/kosodate/6189.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/site/kosodate/6682.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/site/kosodate/6681.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/site/kosodate/6648.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/4452.html
mailto: papamama-start@city.uji.kyoto.jp
mailto: papamama-start@city.uji.kyoto.jp
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還
支
援
を
受
け
て
い
な
い　

 

定
抽
50
人（
子
育

て
世
帯
を
優
先
）　
《
支
援
の
期
間
》最
長
5
年

間　
《
支
援
額
》次
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
を
交

付
◎
申
請
す
る
年
度
の
前
年
10
月
～
翌
9
月
に

返
還
し
た
奨
学
金
合
計
額
の
2
分
の
1（
同
1

年
間
に
結
婚
、
出
産
等
が
あ
っ
た
人
は
4
分
の

3
）◎
8
万
5
千
円（
同
１
年
間
に
結
婚
、
出
産

等
が
あ
っ
た
人
は
13
万
円
）　
《
支
援
金
の
交
付

方
法
》支
援
対
象
者
名
義
の
口
座
に
毎
年
度
振

り
込
み　
申
所
定
の
申
請
書
を
、
10
月
2
日

（
月
）～
11
月
30
日（
木
）に
、
郵
送
で
、
こ
ど
も

福
祉
課
へ
。
※
支
援
金
利
用
対
象

者
の
登
録
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

交
付
申
請
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
学
習
会

　

発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
不
登
校
へ
の
対
応
と
社
会

的
自
立
に
向
け
て
ど
う
捉
え
、

ど
う
向
き
合
う
か
を
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
12
月
9
日（
土
）午
前
10
時
半

～
午
後
0
時
半（
開
場
は
午
前
10

時
）　

所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

定
抽
100
人　

講
小
谷
裕
実
さ
ん（
京
都
教
育
大
学
教
授
・
医

学
博
士
）　
申
講
演
名
・
参
加
人
数
・
代
表
者

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電
話
番
号
か
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
、
10
月
2
日（
月
）～
11
月
17
日

（
金
）（
必
着
）に
、
郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

E
メ
ー
ル
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
か

教
育
支
援
課
窓
口（
FAX
21
・

0
4
0
0　

kyoikushienka@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

耳
の
こ
と
相
談
会

時
所
◎
10
月
25
日（
水
）＝
南
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◎
12
月
13
日（
水
）＝
西
小
倉
コ

　
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
情
報
を
お
届
け

し
ま
す
。

市
奨
学
金
返
還
支
援
制
度

　
定
住
促
進
や
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
的
に
、
経
済
的
負
担
と
な
る
奨
学
金
の
返

還
を
支
援
し
ま
す
。

対
次
の
全
て
を
満
た
す
人
◎
5
年
10
月
1
日
現

在
、
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
今
後
も
引
き
続

き
5
年
以
上
市
に
居
住
す
る
見
込
み
◎
5
年
3

月
31
日
現
在
で
満
35
歳
未
満
◎
市
奨
学
資
金
ま

た
は
日
本
学
生
支
援
機
構（
第
一
・
二
種
）の
奨

学
金
の
貸
与
を
受
け
、
大
学
・
高
等
専
門
学
校

等
を
卒
業
後
、
当
該
奨
学
金
を
滞
納
な
く
返
還

し
て
い
る
◎
就
労
し
て
い
る（
正
規
・
非
正
規

を
問
わ
な
い
。
公
務
員〈
会
計
年
度
任
用
職
員

も
含
む
〉は
不
可
）◎
４
年
中
の
合
計
所
得
金
額

が
276
万
円
以
下
◎
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

◎
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

等
で
は
な
い
◎
他
の
自
治
体
に
よ
る
同
様
の
返

10/2～「うじの生活おうえんクーポン｣（プレミアム付デジタルクーポン）を販売します。
問◎利用方法、取扱店舗の募集等について＝「うじの生活
おうえんクーポン」コールセンター（ 075-746-2992）
　◎事業内容等について＝産業振興課（ 39-9621）

情
報
B
O
X

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33） ※誌面上の本市の市外局番（0774）の表記は省略しています。
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。

そ
の
他

産
業・消
費
生

活・求
人

文
化・芸
術・

歴
史

健
康・福
祉

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

同クーポンを利用出来る取扱店舗を、引き続き募集しています。
操作も簡単、設備投資不要で気軽に始められます。登録方法等
の詳細は市ホームページを確認してください。

取扱店舗の募集

時12 月2日( 土 ) 午後1時半～ 4 時　所文化センター小ホール　定抽200 人　内基調講演、宇治っ子朗読劇団公演他　講清水重敦
さん（京都工芸繊維大学教授）　申氏名（ふりがな）・郵便番号・住所・電話番号・同行者氏名（3 人まで）を、10 月2 日（月）
～ 30日（月）（必着）に、郵送・ファクスで、㈱ JTB 京都中央支店 同サミット受付係（〒600-8421京都市下京区綾小路通
烏丸西入童侍者町167 AYA四条烏丸ビル2階　 FAX 075-284-0153）へ。ホームページ専用フォームからも申し込み出来ます。

近畿歴史まちづくりサミットin 宇治市　「まちの記憶を未来につなぐ」

10 月2 日( 月 ) ～ 6 年 1月31日( 水 )販売・使用期間
5000 円 ◎共通券1セット＝500 円×13 枚（使用金額 6500 円）

◎個店券1セット＝500 円×14 枚（使用金額 7000 円）
販売額

宇治市民（市内在住の人）限定1人各1セットまで( 先着 )購入可能冊数
共通券 7万セット、個店券 5 万セット販売冊数

専用フォーム

❶スマートフォンで、無料通話アプリ「LINE」の『うじ
の生活おうえんクーポン』公式アカウントを友だち登
録する
※「宇治のお店おうえんクーポン」とは異なるアカウントです

❷クーポンを購入する
氏名・住所等の必要事項を登録
し、クレジットカード決済または
銀行振込によりクーポンを購入

購入方法

こ
ど
も

健
康・福
祉

今回は宇治市民限定！プレミアム率最大40％！
記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   

持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

各店舗に設置される二次
元コードを読み取る

利用方法

購入・使用方法の詳細は
市ホームページからも
確認出来ます。

市ホームページ

ホーム画面の友だち追加
ボタンをタップします

「QR コード」または「検索」をタッ
プします

「QR コード」の場合
下の QR コードを読み取ってください

「許可する」をタップする
と友だち追加が完了します

「検索」の場合
上図の入力画面に「@218ojfae」と入
力してください

@218ojfae

（仮称）西小倉地域小中一貫校の整備を進めています
問学校改革推進課（ 20-8772）、政策戦略課（ 20-8698）

　小中一貫校の開校に伴い、西小倉・北小倉・南小倉小学校の跡地の利活用について、今後、整備検討委員会の検討結果等
を参考に、宇治市の基本的な方針を策定します（12月頃）。

小中一貫校の建築模型が出来ました
　８年４月開校予定の（仮称）西小倉地域小中一貫校の「実施設計（施工するために必要な図
面）」を9月に作成し、それに基づく建築模型が完成しました。9・１０月中に、西小倉・北小倉・
南小倉小学校と西小倉中学校、それぞれの学校を巡回し、児童生徒や保護者等に公開してい
ます。11月には、市役所でも展示しますので、ぜひ来庁してご覧ください。
　今後は、開校に向けて学校名・校歌・制服等の検討も進めていきます。

問
東
宇
治
図
書
館（

39
・
9
1
8
2
）

　

ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
も

う
一
歩
進
ん
で
、
L
I
N
E

と
ス
マ
ホ
決
済
を
中
心
に
基

本
操
作
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

時
10
月
25
日（
水
）午
後
1
時
半
～
3
時
半　

所
東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
先
10

人　
持
筆
記
用
具　
申
10
月
5
日（
木
）午

前
9
時
か
ら
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
て

図
書
館
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
講
座

問歴史まちづくり推進課（ 21-1602）

利用可能店舗
・共通券…市内に店舗がある事業者
・個店券…市内に店舗がある事業者（大企業、チェーン店、
フランチャイズ店、スーパー、コンビニ等は除く。ただし、
単一店舗のみを経営する小規模スーパーのみ対象。）

小学校跡地の利活用

整備検討委員会の検討結果や市の考え方について
説明会を開催します

時10月18日（水）・20日（金）午後7時～　所西小倉地域福祉センター
定先各回60人　他出来る限り車での参加はご遠慮ください。

各小学校跡地の利活用アイデア（整備検討委員会の検討結果）
西小倉小　「みんなの居場所」
北小倉小　「スポーツの場・遊びの場」
南小倉小　「新たなくらしの場」

https://www.city.uji.kyoto.jp/site/ujinext/30276.html
https://uji-history.form.kintoneapp.com/public/town-planning-summit
https://www.city.uji.kyoto.jp/site/kosodate/44050.html
https://mail-to.link/m8/g7rzdr
mailto: kyoikushienka@city.uji.kyoto.jp


サ
ー
ト
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

も
実
施
し
ま
す
。

時
10
月
8
日（
日
）～
12
月
10

日（
日
）午
後
5
時
半
～
9
時

（
最
終
入
場
は
午
後
8
時
半
）　

￥【
前
売
券
】
◎
大
人
＝

1
3
0
0
円
◎
中
高
生
＝
400
円

【
当
日
券
】◎
大
人
＝
1
5
0
0
円

◎
中
高
生
＝
500
円
◎
小
学
生
以
下

＝
無
料　
問
黄
檗
山
萬
福
寺（

32
・
3
9
0
0
）

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

時
10
月
29
日（
日
）午
後
1
時
半
～
3
時　
所
南

宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
内
特
殊
詐
欺

の
手
口
と
対
策
、消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
注
意
点　

講
渡
邊
孝
子
さ
ん（
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
）　
問
同
セ
ン
タ
ー（

39
・9
1
8
5
）

相
続
し
た
土
地
を
国
が
引
き
取
る
制

度
が
開
始
し
ま
し
た

　

詳
し
く
は「
法
務
省　

国
庫
帰

属
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
京
都
地
方
法
務
局（

075
・

231
・
0
1
3
1
）

審
議
会
等
の
傍
聴

　
関
連
資
料
は
当
日
、
市
役
所
1
階
行
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
出
来
ま
す
。

	●	（
仮
）宇
治
市
未
来
に
つ
な
ぐ
都
市
づ
く

り
プ
ラ
ン
検
討
委
員
会

時
10
月
16
日（
月
）午
後
3
時
～　
所
産
業
会
館　

定
先
10
人
程
度　
内
未
来
に
つ
な
ぐ
都
市
づ
く

り
プ
ラ
ン（
素
案
）他　
申
当
日
午
後
2
時
半
～

2
時
50
分
に
開
催
場
所
受
付
へ
。　
問
都
市
計

画
課

午
前
9
時
か
ら
、
電
話
・
E
メ
ー
ル（
件
名
に

講
演
会
申
し
込
み
）か
同
館
窓
口
へ
。

産
業
振
興
課

問
同
課（

sangyoushinkouka@
city.

uji.kyoto.jp

）

	●
中
小
企
業BC

P

（
事
業
継
続
計
画
）

　
策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

時
10
月
10
日（
火
）午
後
1
時
半
～　
所
産
業

会
館　
対BC

P

策
定
に
興
味
の
あ
る
市
内
事

業
者　
定
先
◎
会
場
＝
50
人
◎
オ

ン
ラ
イ
ン
＝
100
人　
申
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

	●
も
の
づ
く
り
企
業
合
同
企
業

　
説
明
会
の
参
加
企
業
を
募
集（
製
造
業
）

時
6
年
3
月
7
日（
木
）　
所
京
都
産
業
会
館

ホ
ー
ル（
京
都
市
下
京
区
）　
《
募
集
企
業
数
》15

～
20
社（
多
数
の
場
合
抽
選
）　
《
応
募
要
件
》次

の
全
て
を
満
た
す
企
業
◎
市
内
に
本
店
ま
た
は

支
店
が
あ
る
製
造
業
◎
文
系
の
み
ま
た
は
文
理

不
問
で
の
採
用
予
定（
理
系
の
み
は
不
可
）◎
市

内
に
採
用
予
定
者
の
就
業
場
所
あ
り　
￥
無
料

（
１
企
業
１
ブ
ー
ス
）　
申
所
定
の
参
加
申
込
書

を
、
10
月
31
日（
火
）ま
で（
必
着
）に
、E
メ
ー

ル
か
同
課
窓
口
へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
申
し
込
み
出
来
ま
す
。

山
城
マ
ル
シ
ェ 

in 

J
R
宇
治
駅

時
10
月
10
日（
火
）午
後
4
時
～
6
時
半　
所
同

駅
南
北
通
路　
内
農
家
・
飲
食
店
に
よ
る
新
鮮

で
旬
な
地
元
農
産
物
や
加
工
品
の
直
売　
問
農

林
茶
業
課

黄
檗
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
黄
檗
宗
大
本
山
萬
福
寺
で
は
、
境
内
の
約
30

カ
所
に
中
国
由
来
の
ラ
ン
タ
ン
を
展
示
し
ま

す
。
変
面
シ
ョ
ー
、
日
中
伝
統
楽
器
の
コ
ン

秋
う
ら
ら
コ
ン
サ
ー
ト

時
10
月
25
日（
水
）午
後
0
時
15

分
～
0
時
45
分　
所
市
役
所
１

階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー　
定
先
40

人　
《
出
演
》小
中
弘
美
さ
ん
、

清
水
洋
子
さ
ん（
京
都
プ
レ
ー
ン

ハ
ー
プ
の
会
）　
《
曲
目
》ち
い
さ

い
秋
み
つ
け
た
、
赤
と
ん
ぼ
、Courante

他　

申
10
月
2
日（
月
）～
23
日（
月
）

に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用

フ
ォ
ー
ム
へ
。　
問
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課

中
央
図
書
館

問
同
館（

39
・
9
2
5
6
）

	●	
読
書
週
間
記
念
講
演
会「
文
学
で
た
ど

る
宇
治
―
和
歌
に
登
場
す
る
橋
姫
は
橋

姫
神
社
の
橋
姫
？
―
」

時
11
月
12
日（
日
）午
後
2
時
～
3
時
半　
所
中

央
公
民
館　
対
図
書
館
の
貸
出
券
を
持
っ
て
い

る
中
学
生
以
上　
定
抽
80
人
程
度　
講
千
古
利

恵
子
さ
ん（
京
都
文
教
短
期
大
学
教
授
）　
申
10

月
3
日（
火
）～
11
月
1
日（
水
）に
、
電
話
か
同

館
窓
口
へ
。

東
宇
治
図
書
館

問

同

館（

39
・
9
1
8
2　

higashiujitosho@
city.uji.kyoto.jp

）

	●	

読
書
週
間
記
念
講
演
会「
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
と
生
命
保
険
」

　
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
お
け
る
生
活
設
計
や
リ

ス
ク
、生
命
保
険
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

時
11
月
1
日（
水
）午
後
2
時
～
3
時
半　
所
東

宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
定
先
30
人　

講（
公
財
）生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
職
員　
申

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
、
10
月
4
日（
水
）

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◎
6
年
2
月
21
日（
水
）

＝
東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。
い
ず
れ

も
午
後
1
時
～
4
時
半
の
う
ち
1
人
45
分　
対

市
内
在
住
で
日
常
生
活
で
聞
こ
え
に
不
便
を
感

じ
て
い
る
人　
定
先
各
回
3
人　
内
聴
力
測
定

と
相
談　
申
10
月
2
日（
月
）午
前
9
時
か
ら
、

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、
障
害
福
祉
課（
FAX
22
・

7
1
1
7
）へ
。

普
通
救
命
講
習
会

　

事
前
に
総
務
省
消
防
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
応
急
手
当
W
E
B
講

習
」（
約
1
時
間
）の
受
講
が
必
要
で

す
。
同
日
は
実
技
講
習
の
み
行
い

ま
す
。

時
10
月
15
日（
日
）午
前
9
時
半
～
11
時（
午
前

9
時
15
分
集
合
）　
所
東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

 

定
先
18
人　
内
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会　
持
筆

記
用
具
、
運
動
出
来
る
服
装
、「
応
急
手
当

W
E
B
講
習
」の
受
講
証
明
書
を
印
刷
し
た
も

の（
受
講
証
明
書
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
撮

影
し
た
も
の
の
提
示
も
可
）　
申
10

月
2
日（
月
）
か
ら
、
電
話
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
へ
。　

問
警
防
救
急
課

防
災
訓
練

　
ど
な
た
で
も
参
加
出
来
ま

す
の
で
、
実
際
に
体
験
し
て

防
災
意
識
と
災
害
対
応
力
を

高
め
ま
せ
ん
か
。

時
10
月
22
日（
日
）午
前
9
時
～
正
午　
所
大
久

保
小
学
校　
問
危
機
管
理
室

市
民
交
流
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

	

小
さ
な
弦
楽
器
で
奏
で
る

15 14

そ
の
他

産
業・消
費
生

活・求
人

文
化・芸
術・

歴
史

健
康・福
祉

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33） ※誌面上の本市の市外局番（0774）の表記は省略しています。
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

専用フォーム法務省ホームページ

そ
の
他

産
業・消
費
生

活・求
人

文
化・芸
術・

歴
史

催
し

専用フォーム

安
全・安
心

住
ま
い・

環
境・資
源

WEB 講習

ホームページ

市ホームページ

健
康・福
祉

mailto: higashiujitosho@city.uji.kyoto.jp
mailto: sangyoushinkouka@city.uji.kyoto.jp
https://www.fdma.go.jp/relocation/kyukyukikaku/oukyu/
https://www.shinsei.elg-front.jp/kyoto2/uketsuke/form.do?id=1656640594998
https://www.shinsei.elg-front.jp/kyoto2/uketsuke/form.do?id=1689061310592
https://www.city.uji.kyoto.jp/site/ujinext/64381.html
https://jc-br.com/lantan
https://www.moj.go.jp/MINJI/minji05_00454.html


広
報 う

じ
グ

リ
ー

ン
購

入
法

の
基

準
を

満
た

す
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
見

や
す

く
、読

み
間

違
え

の
少

な
い

フ
ォ

ン
ト

 
「

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ン
ト

」を
採

用
し

て
い

ま
す

。

宇
治

市
政

だ
よ

り
が

届
か

な
い

と
き

は
、配

布
委

託
先

  読
売

中
央

販
売（

株
）

06-6315-5751
へ

各課からのコラムをご紹介！

手続きなど各種問い合わせは、市
ホームページで「ちはや姫（ＡＩ
チャットボット）」が 365 日 24 時
間お答えします♪

宇治市 
ホームページ
https://www.city.uji.kyoto.jp/

ご意見・ご感想は、はがき、ファクス、メールで
随時受付をしています。
秘書広報課あて obokoho@city.uji.kyoto.jp

右の二次元コードを読みとって、
市ホームページからも
回答出来ます。

市政だよりへのご意見・ご感想をお寄せください

宇
治
市
政
だ
よ
り
10月

1日
号

令
和

5年（
2023年

）10月
1日

発
行

 第
1921号

広報ＳＮＳ  

（ 問 健康づくり推進課）

（ 問 危機管理室）

ちはや姫の
ちょっと役立つ
豆知識でした！

［ 発 行 ］ 宇治市　　［ 編 集 ］ 秘書広報課広報係
〒611-8501 宇治市宇治琵琶 33　 0774-22-3141（代表）　FAX0774-20-8779

※ 1 日号に掲載していた「市の人口」は、15 日号に掲載をすることとなりました。

精
密
検
査
が
必
要
と
言
わ
れ
た
ら

　
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
と
も
に
、
早
期

に
発
見
・
治
療
す
れ
ば
よ
り
高
い
確
率
で

完
治
出
来
ま
す
。
検
診
で
異
常
が
見
つ

か
っ
た
場
合
は
、
必
ず
精
密
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う（
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
）。

日
頃
か
ら
ブ
レ
ス
ト
・

ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
は
、「
乳

房
を
意
識
す
る
生
活
習
慣
」で
す
。
次
の

４
つ
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

❶
自
分
の
乳
房
の
状
態
を
知
る

❷
乳
房
の
変
化
に
気
を
付
け
る

❹
変
化
に
気
付
い
た
ら
す
ぐ
医
師
へ
相

談
す
る

❹
40
歳
に
な
っ
た
ら
2
年
に
1
回
乳
が

ん
検
診
を
受
け
る

出
典
：
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー 

が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス

私たちは、生活習慣病の予防や、乳がん・
子宮頸がんの早期発見等の大切さを伝える

「ピンクリボン運動」にも力を入れています。

（ 問 市民協働推進課）つながる!  広がる!  地域コミュニティ

町内会・自治会は、それぞれの地域で住民福祉の増進のた
めに、様々な分野で活動されています。この度、地域社会
の健全な発展と住民福祉の向上を目指し、地域のコミュニ
ティ活動の充実・強化を図るために必要な備品として若葉
台自治会がエアコンやプロジェクターなどを整備しました。

※若葉台自治会は、宝くじ
のコミュニティ助成金を
受けて備品を整備しまし
た。助成金は宝くじの社
会貢献広報事業として、
宝くじの受託事業収入を
財源としています。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

乳
が
ん・子
宮
頸

が
ん
検
診

　
女
性
の
が
ん
の
う
ち
、
乳
が
ん
は
年
間

約
9
万
７
千
人
、
子
宮
頸
が
ん
は
年
間
約

１
万
人
が
新
た
に
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
は
40
代
後
半
か
ら
多
く
発
生
し
、

子
宮
頸
が
ん
は
20
～
40
代
で
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

早
期
に
発
見
し
、
治
療
す
る
た
め
に

は
、
定
期
的
な
検
診
が
大
切
で
す
。
あ
な

た
と
あ
な
た
の
家
族
の
未
来
の
た
め
に
、

検
診
受
診
を
習
慣
化
し
ま
せ
ん
か
。

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
は

2
月
29
日
ま
で

　
職
場
等
で
検
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い

人
は
市
の
が
ん
検
診
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

■  

乳
が
ん
検
診

《
対
象
》受
診
日
に
40
歳
以
上
の
西
暦
偶

数
年
生
ま
れ（
２
年
に
１
回
）

《
検
査
内
容
》マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ（
希
望
者

の
み
視
触
診
追
加
可
能
）

■  

子
宮
頸
が
ん
検
診

《
対
象
》受
診
日
に
20
歳
以
上
の
西
暦
偶
数

年
生
ま
れ（
２
年
に
１
回
）

《
検
査
内
容
》視
診
・
内

診
・
細
胞
診

詳しくはこちら

若葉台自治会の備品を整備いざという時の連絡手段
大きな災害が起こったら、電話が通じ
づらくなるって聞いたでしゅ・・・。連
絡はあきらめなきゃダメでしゅか？

そんな便利なものがあるんでしゅネ！災害時しか使
えないんでしゅか？

そんなことないわ。災害用伝言ダイヤル
『171』があるわよ。災害時に『171』に電
話すると、あらかじめ決めておいた電話番
号でメッセージの録音・再生が出来るのよ！ ちはや姫

ちはや姫

毎月1日と15 日に
無料体験が出来るわ！
詳しくは市ホーム
ページで確認してね。

おうじちゃま

おうじちゃま

市健康づくり・食育アライアンス U-CHA 加入団体
富国生命保険相互会社 宇治営業所

U-CHA
Instagram

https://www.city.uji.kyoto.jp/site/choju/41113.html
https://instagram.com/ujihfalliance
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/25/1179.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/6841.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/32796.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/
mailto: obokoho@city.uji.kyoto.jp



